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   Two cases of bilateral renal cell carcinoma are reported. The first case is of a 54-year-old male 
who visited our hospital on March 7, 1984 complaining of colicky pain in his left flank. Intraven-
ous urography showed a large mass in the upper pole of the left kidney causing deformity and 
dislocation of the upper calyces. There were no remarkable findings in the right kidney. Abdomi-
nal CT-scan and arteriography revealed a round and hypervascular tumor with soft tissue mass den-
sity in the upper pole of both kidneys. Nephrectomy of the left and segmental resection of the 
upper pole of the right kidney were performed on April 11, 1984. 
   The second case is of a 47-year-old male who visited our hospital complaining of total gross hematu-
ria. Intravenous urography showed a large soft tissue mass at the lower pole of the left kidney. 
Abdominal CT-scan revealed a large tumor mass associated with central necrosis in the left kidney 
and also a small tumor lesion at the center of the contralatcral kidney. Bilateral nephrectomy was 
performed on December 19, 1984, and the patient was referred to hemodialysis treatment. The cut 
section of the nephrectomized right kidney specimen revealed multiple minor accessory tumors. 
   Both patients have been doing well without any evidence of recurrence or metastasis.













腹 部 疵 痛 発作 を発 来 し,同 日当院 の 救 急外 来 を 受診,
精 査 目的 で入 院 とな った.
現 症=体 温35.8℃,血圧132/100mmHg.体格 栄
養 と も に中 等 度 で,皮 膚 粘 膜 に は 異 常 を 認 め な か っ
た.胸 部 は理 学 的に 異 常 な く,腹 部 の触診 に て も何 ら
腫瘍 を触 知 しな か った が,左 側腹 部 よ り背 部 にか け て
の 自発 痛 お よび圧 痛 を認 め た.
入 院時 検 査 所 見 ・尿 検 査;色 調 黄 色 透 明,蛋 白
(一),糖(一),赤 血 球8～10/hpf,白血 球o～1/
hpf.血液 一 般;白 血 球9,300/mm3,赤血 球583
×10A/mm3,血色 素17.19/dl,ヘマ トク リッ ト51。5
a・赤 沈;27mm/hr血 液 生 化 学;BUN24mg/dl,













































右 腎b・ 左 腎).左 腎 お よび右 腎上 極 に そ














rcg.3,Casel,選択 的 腎 動 脈 造影 像(a右 腎,
b:左 腎).両 側病 変 と もにhypervascular


































Fig.4.Casc1,摘出腎(a:右 腎(上 極 部分 切 除
術),b:左 腎).両 側 と も境 界 明瞭 な 充 実性
腫 瘤 性病 変 であ った.
932 泌尿紀要33巻6号1987年
主 訴=肉 眼 的 血 尿
既 往 歴:特 記 す べ き こ とな し
現 病 歴1984年10月下 旬,一 過 性 の 左 側腹 部 痛 が 出
現 した が 放 置 して いた.同 年ll月初 旬 に な って 肉眼 的
血 尿 を認 め た ため 当科 を 受 診 した.
現 症 ・体 温36.6。C,血圧150/96mmHg・体 格栄 養
と もに中 等 度.皮 膚,粘 膜 は 正 常 で 胸,腹 部 及 び 背部
に は理 学 的 に 異 常 は認 め なか った.
入 院時 検 査 所 見 ・尿 検 査;色 調 黄 色 透 明,蛋 白
(一),糖(一),赤 血 球10～15,/hpf,白血 球3～5/
hpf.血液 一 般;白 血 球4,500fmm3,赤血 球554x
10"/mm',血色 素17.lg/d1,ヘマ トク リ ノ ト51%・




排 泄 性 尿路 造影:左 腎下 極 に 突 出 す る腫 瘤 性 陰 影 と
下 腎 杯 の圧 排 変 形 を 認 め た(Fig.5).
超 音 波検 査:左 腎 下極 に8×8cmの 内 部 エ コ ー不
均 一 な 実 質性 病 変 を 認 め た.
CTscan:左腎下 極 に中 心 部 に壊 死性 変 化 を 伴 う充
実 性 腫 瘍 を,右 腎 中 央 部 に外 方 へ 突 出す る 小腫 瘤 性病
変 を 認 め た(Fig.6)。
血 管 造影:左 腎 下 極 に 著 明 な腫 瘍 血 管 を認 め た が,
右 腎病 変 は 明 確 に描 出 され な か った(Fig.7).
以上 の 所 見 よ り両側 同期 性 腎 細 胞癌 をsい12月19
日,手 術 を 施 行 した.













下極 に 中心 部に 壊 死 性 変 化 を伴 う腫瘍 を,右














Fig.7.Case2,腹部 大 動脈 造 影 像.右 腎下 極 の
hypervascularlesionを示 す.右 腎 病










腎病 変 は 多 発性(矢 印)で あ り,左 腎病 変 は
壊 死 性 変 化 を伴 う充 実 性 腫 瘍 で あ った.
岩村 ・ほか=腎 細 胞癌 ・両 側




主 訴 発 生 時 期
組 織 型
右 左































































































































































































































































































告され,本 邦では,われわれが検索 しえた限 り自験例
が30,31例目と比較的稀な疾患である2～6)(Tablc1).
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